
私は19年前に始めて日本に来ました。初めて病院に罹ったときはやはり筆談でコミュニケーションを取り
ましたが、19年前と今ではかなり状況が良くなったと思います。 
東京都は2020年の東京オリンピック・パラリンピックを控えていますが、東京都の医療機関の皆様には、
一外国人としても外国人患者が受診しやすい環境を作って頂きたいと思います。 

1 



2 



3 



外国人患者の対応はそれほど難しいことではありません。様々な違いや注意はありますが、皆様の医
療機関で日本人患者を受入れる際のフローに、外国人患者特有の要素を組合すだけです。 
 
もし、わからないことがあれば、患者さんに聞きます。そして患者さんの状況を聴きます。それに日本の
やり方はこうですよといった説明をし、理解してもらいます。 
 
コミュニケーションにおいては、ツールや通訳を上手く活用しましょう。 
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ここは来院直後の対応として、医療機関が対応の可否判断をするタイミングであり、非常に重要になり
ます。 

「1.外国人患者の来院-②」 
確認後、自院が対応できるかどうかをフィードバックします。 
自院が対応できない場合、東京都の医療機関案内サービス「ひまわり」（Ｐ．17）などを活用し、他院の情
報を案内してあげると親切でしょう。 

「2.診療申込書の記入」 
外国人受入れにあたって、必要となる様々な資料が厚生労働省のホームページに掲載されています（Ｐ．
15） 
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「1.日本の公的医療保険加入の有無-●加入していない場合」 
日本の公的医療保険に加入していない場合は、自由診療となり医療機関で医療費を決定できます。外
国人患者の対応において様々な手間や時間を考慮して高めに設定する場合は、出来るだけ早いタイミ
ングでその旨を説明しておくことで後のトラブルの発生防止になります。 
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診断書作成の際等に必要となるため、この身分証の確認時に正確な名前を控えるようにしましょう。 
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医療制度や医療に対する考え方は、どうしても母国の医療の概念で考えてしまいます。費用については
特に心配することでもありますので、早めに明確に説明しましょう。 

「1.支払いに関する事前説明を行う-③」 
概算医療費を出すことが難しい場合でも、問診結果等から最低限必要となりそうな費用感を示してあげ
ることで相手の不安を取り除くことが出来ます。 
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「支払いの種類と対応方法」 
外国人患者に医療費支払いにおいては、高額となる場合が多く、一度母国に帰ってしまうと、医療費を
回収することが非常に難しくなります。そのため、在院中に確実にお支払いいただけるように、支払いの
種類を医療機関側で豊富に知っておくことが重要となります。 
クレジットカードは限度額に注意し、限度額に達した際は、他のカードの有無の確認、家族・付き添いの
カード所有確認、限度額の引き上げ交渉をしてください。限度額の引き上げは本人の申請で可能ですが、
母国との時差がある場合や、本人の意識がない場合など注意しなければいけない点もあります。 

「ワンポイントアドバイス」 
医療費の支払いに関する説明や相談は早めに行うことが重要です。退院時に急に高額な請求をされて
も、手配が難しいこともあります。そのため、入院期間中などにお金の話はこまめにしておきましょう。 
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「3.概算医療費の提示・確認」 
・事務の方は概算医療費作成時に、医師、現場の看護師と連携して後の治療方針等を共有してもらい  
 ましょう。 
・また、概算医療費の提示は滞在予定期間が短く緊急性のない治療等を行う場合など、外国人患者が 
 日本で受診するかどうかを判断する一つの基準でもあります。 
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「1.問診票の記入」 
関連書類は厚生労働省ホームページに掲載されています（Ｐ．15） 
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「診断書の氏名」 
外国人患者の名前をカタカナ等で表記すると、保険を受けられなかったり、母国の医療機関で使用でき
なかったりする場合があるため、必ず正式な名前で発行することが大切です。 

「ワンポイントアドバイス」 
「現金書留」、「ＥＭＳ」のような追跡できるサービスの利用を薦めます。送料についても事前に計算請求
する、又は着払いで送付することを説明しておくとよいでしょう。 
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「1.請求書の発行」 
日本語で発行する場合はその旨を事前に説明し、自院で他言語に翻訳することが出来る場合は原本の
みに押印し二重発行に注意しましょう。 
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外国人患者の対応は日本人患者の対応とは異なる内容のものが多く、不慣れな場合は特に時間がか
かります。しかし、時間を惜しんで説明等に時間をかけないと後にトラブルが発生してしまう原因にもなり
ます。経験上、途中でトラブルが発生すると、更に多くの時間や労力がかかります。そうすることで、患者
と医療機関の信頼関係も築くことが出来、満足していただく事ができます。 
 
また、来院目的は来院時に必ず確認しましょう。来院目的の背景には、宗教的配慮といったリクエストな
どもありますので、情報を引き出し、自院で対応できるのか出来ないのかをはっきりと伝えることが大切
です。 
 
支払い方法についても早めに確認することが大切になります。 
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